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  第１回区政モニターアンケート結果 

令和 5 年 5 月実施 
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1.調査目的 

■「選挙について」            選挙管理委員会事務局 

 区民の皆さんの地方選挙に対する意識や関心のほか、選挙啓発活動の認知度

を調べ、今後の選挙事務の参考とするため、区政モニターアンケートを実施いた

しました。 

 

■「成年後見制度の認知度について」    保健福祉政策部 生活福祉課 

区では、令和 2 年度末に世田谷区成年後見制度利用促進基本計画（令和 3～5

年度）を策定し、認知症や知的障害などで判断能力が不十分となった場合に、成

年後見制度を利用して住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、本計画に基づ

き、制度の普及啓発に努めてまいりました。 

今回の調査結果を、前回実施時の令和 3 年度の調査結果と比較することで、世

田谷区成年後見制度利用促進基本計画（令和 3～5年度）の施策評価・検証を行

い、令和 6年度からの（仮称）第 2期世田谷区成年後見制度利用促進基本計画策

定の検討資料とするため、区政モニターアンケートを実施いたしました。 

 

■「世田谷の文化・芸術振興施策について」   

生活文化政策部 文化・国際課 

区では、「世田谷区文化及び芸術の振興に関する条例」及び「世田谷区第 3期

文化・芸術振興計画（調整計画）」（令和 4～5年度）に基づき、様々な文化・芸

術振興施策に取り組んでいます。文化・芸術に関する意識や区の文化・芸術施策

への意見を頂き、令和 6 年度を初年度とする次期計画策定に向けた検討資料と

するため、区政モニターアンケートを実施いたしました。 

2.調査設計 

（1） 調査対象  第 20期区政モニター 

（2） 対象数   200人 

（3） 調査方法  郵送配布・郵送回収法又は Eメールによる送信・ 

       インターネットによる回答 

（4） 調査期間  令和 5年 5月 24日から 6月 7日 

（5） 有効回答数 196人（回収率 98%） 

数値の見方: 特に断りがない場合、すべての設問の n 値は 196 である。 

   ※n値とはサンプル数（アンケート回答件数） 
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3.標本構成 

 

男性

42.9%

女性

55.6%

その他

1.5%

(1)性別 n=196

 

世田谷

34.7%

北沢

15.3%

玉川

21.4%

砧

19.9%

烏山

8.7%

(2)地域 n=196
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4.質問と回答 

■「選挙について」 

問 1 令和 5 年 4 月 23 日（日）に世田谷区議会議員選挙・世田谷区長選挙（以

下、今回の区議・区長選挙という。）が行われました。今回の区議・区長

選挙が行われることを何で知りましたか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.8%

30.1%

39.8%

7.7%

5.6%

0.5%

0.5%

2.0%

20.9%

12.8%

8.7%

1.0%

3.1%

35.2%

0.0%

2.0%

1.5%

51.0%

32.1%

12.8%

39.8%

0.0%

5.1%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①テレビ・ラジオの報道

②新聞・雑誌等の報道

③区の広報紙（区のおしらせ「せたがや」）

④区のホームページ

⑤区のTwitter                                 

⑥区のFacebook                                

⑦区のInstagram（Instagram広告を含む）

⑧区のメールマガジン

⑨選挙管理委員会の啓発ポスター

⑩区役所、北沢・玉川総合支所、烏山区民センター

の懸垂幕・横断幕・立看板

⑪「親子で投票に行こう」キャンペーンちらし

⑫ラジオ「エフエム世田谷（８３.４MHz）」での

告知放送

⑬区立図書館の選挙特集コーナー

⑭投票所入場整理券

⑮区役所窓口のデジタルサイネージ

⑯明るい選挙推進協議会による街頭等での啓発活動

⑰選挙管理委員会・明るい選挙推進協議会作成の啓

発物品等

⑱公営ポスター掲示場（候補者が選挙運動用のポス

ターを掲示するための掲示板）

⑲選挙公報

⑳家族・友人・知人から

㉑候補者の選挙運動

㉒選挙があったことを知らなかった

㉓その他

㉔無回答

問1 n=196

①テレビ・ラジオの報道

②新聞・雑誌等の報道

③区の広報紙（区のおしらせ「せたがや」）

④区のホームページ

⑤区のTwitter                                 

⑥区のFacebook                                

⑦区のInstagram（Instagram広告を含む）

⑧区のメールマガジン

⑨選挙管理委員会の啓発ポスター

⑩区役所、北沢・玉川総合支所、烏山区民

センターの懸垂幕・横断幕・立看板

⑪「親子で投票に行こう」キャンペーンちらし

⑫ラジオ「エフエム世田谷（８３.４MHz）」での

告知放送

⑬区立図書館の選挙特集コーナー

⑭投票所入場整理券

⑮区役所窓口のデジタルサイネージ

⑯明るい選挙推進協議会による街頭等での啓発

活動

⑰選挙管理委員会・明るい選挙推進協議会作成の

啓発物品等

⑱公営ポスター掲示場（候補者が選挙運動用の

ポスターを掲示するための掲示板）

⑲選挙公報

⑳家族・友人・知人から

㉑候補者の選挙運動

㉒選挙があったことを知らなかった

㉓その他

㉔無回答
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＜調査結果＞ 

今回の区議・区長選挙が行われることを何で知ったかについて聞いたとこ

ろ、「公営ポスター掲示場」(51.0%)がほぼ 5割で最も高く、次いで、「テレビ・

ラジオの報道」(41.8%)、「区の広報紙」(39.8%)、「候補者の選挙運動」(39.8%)

などと続く。 
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問 2 区では若者の投票率向上のために、区内の多摩美術大学と連携した啓発

事業を実施しました。その一つとして、同大学の学生がデザインした啓

発ポスター（下図）を掲出し、投票日等の周知を行いましたが、次の中

から、あなたが啓発ポスターを見た場所を選んでください。（○はいくつ

でも） 

 

12.8%

8.2%

5.1%

4.1%

0.0%

0.5%

0.0%

5.1%

1.0%

1.5%

1.5%

0.0%

2.0%

5.1%

72.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①区広報板

②出張所、図書館等の区施設

③東急世田谷線車内、駅構内

④区内私鉄各駅構内

⑤自動車教習所

⑥大学

⑦学生寮、会社寮

⑧商店街

⑨公衆浴場

⑩スーパーマーケット

⑪郵便局

⑫農協

⑬コンビニエンスストア

⑭その他

⑮見たことがない

問2 n=196

①区広報板

②出張所、図書館等の区施設

③東急世田谷線車内、駅構内

④区内私鉄各駅構内

⑤自動車教習所

⑥大学

⑦学生寮、会社寮

⑧商店街

⑨公衆浴場

⑩スーパーマーケット

⑪郵便局

⑫農協

⑬コンビニエンスストア

⑭その他

⑮見たことがない
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＜調査結果＞ 

若者の投票率向上のために、多摩美術大学の学生がデザインした啓発ポ

スターについて、ポスターを見た場所を聞いたところ、「見たことがない」

(72.4%)が 7 割を超え最も高い。他方、見た場所としては、「区広報板」

(12.8%)、「出張所、図書館等の区施設」(8.2%)などと続く。 

  

▼啓発ポスター 

 

 

 



- 8 - 

 

問 3 今回の区議・区長選挙で投票しましたか。（○は 1つ） 

＜調査結果＞ 

今回の区議・区長選挙の投票状況について聞いたところ、「投票日当日

に投票した」(43.4%)が 4 割を超え最も高く、次いで「期日前投票または

不在者投票をした」(36.7%)、「投票しなかった」(18.4%)、「答えたくない」

(1.5%)となっている。 

   

 

 

43.4%

36.7%

18.4%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①投票日当日（４月２３日）

に投票した

②期日前投票または

不在者投票をした

③投票しなかった

④答えたくない

問3 n=196

②期日前投票または

不在者投票をした

①投票日当日（４月２３日）

に投票した

③投票しなかった

④答えたくない
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問 4 問 3 で「1.投票日当日（4 月 23 日）に投票した」または「2.期日前投票

または不在者投票をした」を選択した方にお聞きします。 

どなたと投票に行きましたか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜調査結果＞ 

今回の区議・区長選挙に投票した方へ、どなたと投票に行ったか聞いた

ところ、「一人で行った」(51.0%)がほぼ 5割で最も高く、次いで、「夫婦

で行った」(31.8%)、「家族(小学生以下）と行った」(15.3%)などと続く。 

  

 

51.0%

31.8%

8.9%

0.6%

15.3%

0.6%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①一人で行った

②夫婦で行った

③家族（18歳以上）

と行った

④家族（中学生以上

18歳未満）と行った

⑤家族（小学生以下）

と行った

⑥友人と行った

⑦仕事の同僚と行った

⑧その他

問4 n=157

①一人で行った

②夫婦で行った

③家族（18歳以上）

と行った

④家族（中学生以上

18歳未満）と行った

⑤家族（小学生以下）

と行った

⑥友人と行った

⑦仕事の同僚と行った

⑧その他
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問 5 問 3 で「3.投票しなかった」を選択した方にお聞きします。 

投票しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

27.8%

19.4%

25.0%

16.7%

8.3%

16.7%

13.9%

13.9%

8.3%

8.3%

0.0%

0.0%

13.9%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

①仕事が忙しく、時間がなかった

②旅行やレジャーなどの

予定があった

③病気又は体調が悪かった

④投票所へ行くのが面倒だった

⑤投票所が遠かった

（不便だった、わからなかった）

⑥適当な候補者がいなかった

⑦候補者の人柄や

政策がわからなかった

⑧今回の選挙は特に

関心がなかった

⑨選挙によって政治や暮らしが

良くなるわけではないと思った

⑩自分ひとりが投票しなくても

選挙に影響がないと思った

⑪感染症対策のため、

外出を控えていたから

⑫投票所の感染症対策に

不安があったから

⑬その他

⑭答えたくない

問5 n=36

⑦候補者の人柄や政策が

わからなかった

⑧今回の選挙は特に関心が

なかった

⑨選挙によって政治や暮らしが

良くなるわけではないと思った

⑩自分ひとりが投票しなくても

選挙に影響がないと思った

⑪感染症対策のため、

外出を控えていたから

②旅行やレジャーなどの予定が

あった

⑫投票所の感染症対策に不安が

あったから

①仕事が忙しく、時間がなかった

③病気又は体調が悪かった

④投票所へ行くのが面倒だった

⑤投票所が遠かった

（不便だった、わからなかった）

⑥適当な候補者がいなかった

⑬その他

⑭答えたくない
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＜調査結果＞ 

今回の区議・区長選挙に投票しなかった方へ、その理由を聞いたとこ

ろ、「仕事が忙しく、時間がなかった」(27.8%)が 3割近くで最も高く、

次いで、「病気又は体調が悪かった」(25.0%)、「旅行やレジャーなどの

予定があった」(19.4%)などと続く。 
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問 6 今回の区議・区長選挙では、期日前投票を告示日翌日の 4 月 17 日（月）

から投票日前日の 4 月 22 日（土）の間、区内 29 箇所（区役所及び各ま

ちづくりセンター28箇所）で、朝 8 時 30分から夜 8時まで投票すること

ができました。 

期日前投票について知っていたのはどれですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

期日前投票について知っていたことを聞いたところ「仕事や旅行など

の用事を理由として事前に投票できること」(91.3%)が 9割を超え最も高

くなっている。次いで、「告示日の翌日から投票日の前日まで投票できる

こと」(69.9%)、「朝 8 時 30 分から夜 8 時まで投票できること」(43.9%)

などとなっている。 

  

 

 

91.3%

69.9%

37.2%

37.8%

43.9%

4.1%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①仕事や旅行などの

用事を理由として

事前に投票できること

②告示日の翌日から

投票日の前日まで

投票できること

③区内２９箇所で

投票できること

④区内２９箇所の

いずれの投票所でも

投票できること

⑤朝８時３０分から

夜８時まで投票

できること

⑥知らなかった

⑦無回答

問6 n=196

①仕事や旅行などの

用事を理由として

事前に投票できること

②告示日の翌日から

投票日の前日まで

投票できること

③区内２９箇所で

投票できること

④区内２９箇所の

いずれの投票所でも

投票できること

⑤朝８時３０分から

夜８時まで投票

できること

⑥知らなかった

⑦無回答
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問 7 20 歳代の若者の投票率は、他の年代に比べ低い傾向にあります。今後、

若者の投票率を向上させるためにはどのようにしたらよいと思いますか。

（記述回答） 

 

投票方法について（全 57件） 

 

（主な意見） 

○ オンライン投票の実施。若い人は、わざわざ最寄りの投票所を探して、投

票所入場整理券等の準備をして、投票所まで実際に出向く、という行動を

起こすのが面倒なのだと思います。 

○ 投票所に行った後の手順が不安で行きづらかった。ネットや会場以外で

投票出来ると行きやすそう。 

○ 携帯電話で投票出来るようにすること。 

 

 

啓発活動について（全 49件） 

 

（主な意見） 

○ 若者の意見が区政に反映されていることの実感を持たせること。 

○ 参政権を得るためにどれだけたくさん闘ってきたことを知れば、選挙の 1

票を無駄にすることはできないと思います。 

○ 議員の仕事内容並びにその職責や必然性などを、もっと区民に対して丁

寧に説明すべきと考えます。 

 

 

インターネット・SNSの活用について（全 39件） 

 

（主な意見） 

○ YouTubeや Twitterなど、若者の利用が多い SNSを活用して広報活動を行

うのが良いと思います。 

○ 候補者の名前の列挙だけだと顔と名前が一致しないので、政策やスロー

ガンなども含めた情報をホームページに掲載する。 

○ 若者の集まる場所で選挙の啓発活動をインターネット配信する。 
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投票者への特典について（全 31件） 

 

（主な意見） 

○ 投票参加回数やボランティア参加回数に応じて、世田谷区施設使用料の

軽減やせたがや Payの還元率アップ等インセンティブ付与。 

○ 投票証明書の発行が気軽にできること、その証明書をクーポンのように

利用できること。 

○ 選挙をすることによって得が得られるような街と協力した「選挙割」の認

知度を上げ、選挙に行こうと思えるような待遇を行うことが大事になっ

てくると考えます。 

 

 

教育について（全 30件） 

 

（主な意見） 

○ 学校教育のカリキュラムにもっと自治体の政治や税金、取り組みに関す

ることを盛り込んで、自分ごととして捉えてもらう。 

○ 模擬投票所をセットして実際に経験させ、慣れ親しんで貰うようにする。

幼少期から投票の大切さやシンプルで時間がかからないことを実感させ

る。 

○ 選挙直前になって周知するのではなく、今から次の選挙に向けて選挙の

重要性を伝えていく。小学校・中学校・高校の授業で選挙について伝えて

いく。 

 

 

立地、場所について（全 27件） 

 

（主な意見） 

○ 区外の施設でも投票できるようにしたり、24 時間開設している投票所を

設けたり、いつでもどこでも気軽に投票できる仕組みを整備する必要が

あると思う。 

○ 主要な駅やバス停等の近場でも実施し、時間的制約、場所の制約を緩和す

る。 

○ 若者はコンビニ利用が多いことから、コンビニでも投票できる仕組みを

取り入れていただきたい。 
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候補者について（全 11件） 

 

（主な意見） 

○ 若者を対象とした政策を掲げる候補者の出現が必要。 

○ 候補者同士の討論や発言を聞く機会を提供してほしい。 

○ 魅力的な政治家がいない。 

 

 

その他（全 21件） 

 

（主な意見） 

○ 選挙に行かない者への罰則規定の制定。 

○ 区政や行政が若い世代にとって身近に感じられるよう，選挙管理委員会

などの手伝い等、有償，無償に関わらず，積極的に参加できる環境を作る

こと。 

○ 選挙入場券の封筒に日時を印刷して明確化する。若い人たちは忙しいの

で開封もしない。 

○ 年代人口による格差を埋める施策が必要。 

○ 親が子供を投票に連れて行くと、その子供が有権者の年齢となったとき

に投票に行く割合が高いということを聞きました。今の親世代に子供を

投票に連れて行くことが若い世代の投票率を上げることにつながると思

うので、投票所が親世代にとって子供を連れて行きやすいところになっ

たら改善される気がします。 
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■「成年後見制度の認知度について」 

問 8  成年後見制度とは、認知症や知的障害など判断能力が不十分となった場合

に、本人の権利を守る援助者として、親族、または弁護士、司法書士、社

会福祉士等の専門職の成年後見人を家庭裁判所が選び、法的に支援する制

度のことです。 

成年後見制度という制度を知っていますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

成年後見制度の認知状況を聞いたところ、「少し知っている」(44.4%)が

4割半ばで最も高い。以下、「よく知らないが聞いたことがある」(28.6%)、

「よく知っている」(13.8%)、「全く知らない」(13.3%)と続く。 

  

 

13.8%

44.4%

28.6%

13.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

①よく知っている

②少し知っている

③よく知らないが

聞いたことがある

④全く知らない

問8 n=196

①よく知っている

②少し知っている

③よく知らないが

聞いたことがある

④全く知らない
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問 9 成年後見制度の主な特徴で知っていることはありますか。 

（○はいくつでも）  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

成年後見制度の主な特徴で知っていることを聞いたところ、「後見人

は、本人が生活していくうえで必要な行為を、本人に代わって行う」

(61.7%)が 6割を超え最も高く、次いで、「成年後見制度を利用するには、

家庭裁判所への申立て手続きが必要である」(42.3%)、「すでに判断能力が

不十分な人を支援する「法定後見制度」と、本人が元気なうちに後見人を

選任しておく「任意後見制度」がある」(41.8%)などと続く。 

  

 

 

25.0%

42.3%

41.8%

23.0%

61.7%

9.2%

25.5%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①区役所、あんしんすこやかセンター、

社会福祉協議会などが、成年後見制度

利用の相談を受けている

②成年後見制度を利用するには、

家庭裁判所への申立て手続きが

必要である

③判断能力が不十分な人を支援する「法定後見制度」

と、

あらかじめ後見人となるべき人を選任し公証役場で…

④法定後見制度には判断能力の程度により、

「後見」「保佐」「補助」の３類型ある

⑤後見人は、本人が生活していくうえで必要な行為

（財産や預貯金の管理、福祉サービス契約や賃貸借

契約など）を、本人に代わって行う

⑥成年後見人は、死後事務（本人の死後の葬儀や

支払い等の事務処理）は原則できない

⑦この中に知っているものはない

⑧無回答

問9 n=196

①区役所、あんしんすこやかセンター、社会福祉協議会

などが、成年後見制度利用の相談を受けている

②成年後見制度を利用するには、家庭裁判所への申立て

手続きが必要である

③認知症、知的障害、精神障害などすでに判断能力が

不十分な人を支援する「法定後見制度」と、

あらかじめ後見人となるべき人を選任し公証役場で

契約を取り交わしておく「任意後見制度」がある

④法定後見制度には判断能力の程度により、「後見」

「保佐」「補助」の３類型ある

⑤後見人は、本人が生活していくうえで必要な行為

（財産や預貯金の管理、福祉サービス契約や賃貸

借契約など）を、本人に代わって行う

⑥成年後見人は、死後事務（本人の死後の葬儀や

支払い等の事務処理）は原則できない

⑦この中に知っているものはない

⑧無回答
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問 10 将来必要になったら、自分自身のために成年後見制度を利用したいと

思いますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

将来必要になったら、自分自身のために成年後見制度を利用したいと

思うか聞いたところ、「利用したい」(56.1%)が 5割半ばとなり、「利用し

たくない」(43.9%)を上回った。 

  

 

 

 

 

56.1%

43.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①利用したい

②利用したくない

問10 n=196

①利用したい

②利用したくない
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問 11  問 10で「1.利用したい」を選択した方にお聞きします。 

利用したい理由を次の中から選択してください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

成年後見制度を利用したいと思う方にその理由を聞いたところ、「自分

の権利を守ってほしいから」(66.4%)が 6割半ばで最も高く、次いで、「き

ちんと財産管理をしてほしいから」(58.2%)、「親族はいるが迷惑をかけた

くないから」(31.8%)などと続く。 

  

 

 

58.2%

66.4%

8.2%

4.5%

31.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①きちんと財産管理を

してほしいから

②自分の権利を守ってほしいから

③身近に成年後見人が就いている

人がいて、必要だと思えるから

④親族がいないから

⑤親族はいるが迷惑を

かけたくないから

問11 n=110

①きちんと財産管理をしてほしい

から

③身近に成年後見人が就いている

人がいて、必要だと思えるから

⑤親族はいるが迷惑をかけたくな

い

から

②自分の権利を守ってほしいから

④親族がいないから

迷惑をかけたくないから 
⑤親族はいるが 
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問 12  問 10 で「1.利用したい」を選択した方にお聞きします。 

誰に成年後見人になってほしいと思いますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

成年後見制度を利用したいと思う方に誰に成年後見人になってほしい

かを聞いたところ、「親族」(59.1%)がほぼ 6割となり、「専門職」(40.9%)

を上回った。 

  

 

 

59.1%

40.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①親族

②専門職

問12 n=110

①親族

②専門職
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問 13   問 10で「2.利用したくない」を選択した方にお聞きします。 

利用したくない理由を次の中から選択してください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

成年後見制度を利用したくないと思う方にその理由を聞いたところ、

「後見人でなくても家族がいる」(62.8%)が 6割を超え最も高く、次いで、

「後見人に財産などを管理されることが不安」(48.8%)、「手続きが大変そ

う」(33.7%)などと続く。 

  

 

 

48.8%

62.8%

33.7%

26.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①後見人に財産などを

管理されることが不安

②後見人でなくても

家族がいる

③手続きが大変そう

④費用がどのくらい

かかるか心配

⑤無回答

問13 n=86

①後見人に財産などを

管理されることが不安

②後見人でなくても家族が

いる

④費用がどのくらいかかる

か心配

③手続きが大変そう

⑤無回答
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問 14 成年後見制度をより利用してもらうためには何が必要だと思いますか。 

ご自由にご記入ください。（記述回答） 

 

周知について（全 126件） 

 

（主な意見） 

○ 制度説明を分かりやすく周知する。（他 21件） 

○ 制度のメリット・デメリットを案内する。（他 18件） 

○ 中学生に対し成年後見制度の教育をする。 

○ 一人世帯に対するアピール。具体的には団地に住む高齢者と予備軍の年

齢層に集まってもらい詳しい説明をしてもらうなど。 

 

 

制度について（全 22件） 

 

（主な意見） 

○ 親族でない方に依頼しても安心感を得られることが必要だと思います。

(第三者管理は親族に比べて心配な面がある) 

○ 親族でない成年後見人に依頼するときに、安全性（騙されないこと）を担

保や補償する制度があると利用に向けてハードルが下がりそう。 

○ 親族を後見人にすると、かなりの負担が後見人にかかると聞いている（知

識不足かもしれないが）。 

○ 制度を悪用した場合の罰則を厳しくする。 

○ 充分なプライバシーへの配慮と人権の尊重。 

 

 

手続きについて（全 19件） 

 

（主な意見） 

○ 制度を使いたいと思った時に、幾つもの書類を取り寄せたり、何ヶ所も役

所を回ったり、面倒な印象がある。制度を利用したいと思った時に、手続

きが煩雑で無い事が 1番の利用促進になるのではないでしょうか。 

○ 手続が簡易でインターネット上でも完結できること。（紙でのやりとりや

往訪がとても負担になるため。） 

○ 手続きをもっと簡単にする。裁判所の申し立ては、一般人にとってハード
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ルが高い。 

○ 確定申告、年金、医療保険の申請などの機会に、成年後見制度利用の有無

確認の手続きを追加。成年後見制度についてのみ促されても、不安に思っ

たり、理解できなかったり、警戒してしまうかもしれません。 

 

    

利用者の意見を聞きたい（全 12件） 

 

（主な意見） 

○ 制度を利用している本人や親族などからの情報を得る場所があると良い。 

○ 既に利用されている人やその周りにいる方等の実際の声が聞けると、

もっと身近に感じられるのかなと思う。 

○ 一般的な広報としてではなく、身近な利用者の生の声こそ、信頼に足りる

と思うので、そういう場を創出していくのが、共感を呼び、利用者を増や

すには良いことだと思う。 

 

 

その他（全 20件） 

 

（主な意見） 

○ 金融機関などの窓口との連携。 

○ 公教育だけではなく、就業後に各種公共サービスの認知教育(研修など)

を義務化すること 

○ 成年後見制度を利用する為には、繋がりの場を広く持ち、高齢者が孤独に

ならない状態が必要であると考えます。 

 

 

特になし（全 4件） 
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■「世田谷の文化・芸術振興施策について」 

問 15  この 1 年間に、コンサートや美術展、映画、歴史的な文化財、アートや

音楽のフェスティバル等の文化・芸術イベントを鑑賞（テレビ、ラジ

オ、CD・DVD、インターネット配信等での視聴を含む）しましたか。（○

はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.1%

30.1%

50.5%

12.2%

30.6%

24.0%

11.7%

14.8%

9.2%

9.7%

6.1%

1.0%

43.9%

25.5%

14.3%

11.7%

16.8%

8.7%

4.6%

14.3%

1.0%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①映画（アニメーションを除く）

②アニメーション映画

③美術

④美術のうち、特に現代美術

（コンテンポラリーアート）

⑤ポップス、ロック、ジャズ、

歌謡曲、演歌、民族音楽など

⑥オーケストラ、室内楽、

オペラ、合唱、吹奏楽など

⑦ミュージカル

⑧演芸（落語、講談、浪曲、漫才・コント、

奇術・手品、大道芸、太神楽など）

⑨現代演劇、児童演劇、人形劇

⑩ストリートダンス、ジャズダンス、

民俗舞踊、社交ダンスなど

⑪バレエ、モダンダンス、

コンテンポラリーダンスなど

⑫日本舞踊

⑬歴史的な建物や遺跡（社寺や城郭などの

建築物、遺跡、庭園などの名勝地の文化財）

⑭歴史系の博物館、民俗系の博物館、資料館な

ど

⑮地域の伝統的な芸能や祭り（民俗文化財）

⑯伝統芸能（歌舞伎、能・狂言、人形浄瑠璃、

琴、三味線、尺八、雅楽、声明など）

⑰食文化の展示、イベント

⑱花展、盆栽展、茶会などの展示、イベント

⑲その他

⑳鑑賞していない

㉑わからない

㉒無回答

問15 n=196

①映画（アニメーションを除く）

⑤ポップス、ロック、ジャズ、歌謡曲、演歌、

民族音楽など

⑥オーケストラ、室内楽、オペラ、合唱、

吹奏楽など

⑧演芸（落語、講談、浪曲、漫才・コント、

奇術・手品、大道芸、太神楽など）

⑩ストリートダンス、ジャズダンス、民俗舞踊、

社交ダンスなど

⑪バレエ、モダンダンス、コンテンポラリー

ダンスなど

⑬歴史的な建物や遺跡（社寺や城郭などの

建築物、遺跡、庭園などの名勝地の文化財）

⑭歴史系の博物館、民俗系の博物館、資料館

など

⑯伝統芸能（歌舞伎、能・狂言、人形浄瑠璃、

琴、三味線、尺八、雅楽、声明など）

②アニメーション映画

③美術

③美術④美術のうち、特に現代美術

⑦ミュージカル

⑨現代演劇、児童演劇、人形劇

⑫日本舞踊

⑮地域の伝統的な芸能や祭り（民俗文化財）

⑰食文化の展示、イベント

⑱花展、盆栽展、茶会などの展示、イベント

⑲その他

⑳鑑賞していない

㉑わからない

㉒無回答
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＜調査結果＞ 

この１年間に、文化・芸術イベントを鑑賞（視聴を含む）したかを聞い

たところ、「映画（アニメーションを除く）」(57.1%)が 6割近くで最も高

く、次いで、「美術」(50.5%)、「歴史的な建物や遺跡」(43.9%)などと続く。 
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問 16  この 1 年間に、鑑賞ではなく、自分で文化・芸術活動を実践（創作や出

演、習い事、祭りや体験活動への参加など）したり、ボランティアとし

て活動を支援したりしましたか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

11.2%

4.1%

7.1%

2.6%

5.6%

1.0%

4.6%

3.1%

6.1%

1.5%

1.0%

1.0%

1.5%

3.6%

66.8%

0.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80%

①音楽、バレエ、ダンス、美術

などの習い事の受講

②茶道、華道、書道などの習い事の受講

③地域の伝統的な芸能や祭りへの参加

④郷土料理や年中行事の料理など

伝統的な食文化の継承活動への参加

⑤文学、音楽、美術、演劇、

舞踊などの作品の創作

⑥マンガ、映画などの映像作品、CG、

ゲーム、メディアアートなどの作品の創作

⑦音楽の演奏や、演劇・舞踊・映画への出演など

⑧高齢者・障害者・在住外国人の文化

・芸術鑑賞、体験促進のための支援活動

⑨子どもの文化・芸術体験のための支援活動

⑩音楽祭・映画祭・アートフェス

などの開催のための支援活動

⑪美術館・博物館などにおける

案内や作品解説などの支援活動

⑫劇場・ホールなどにおける案内や

制作補助などの支援活動

⑬歴史的な建物や遺跡などを保存

・活用するための支援活動

⑭その他

⑮特にしていない

⑯わからない

⑰無回答

問16 n=196

①音楽、バレエ、ダンス、美術などの

習い事の受講

④郷土料理や年中行事の料理など伝統的な

食文化の継承活動への参加

⑤文学、音楽、美術、演劇、舞踊などの

作品の創作

⑥マンガ、映画などの映像作品、CG、ゲー

ム、メディアアートなどの作品の創作

⑦音楽の演奏や、演劇・舞踊・映画への

出演など

⑧高齢者・障害者・在住外国人の文化

・芸術鑑賞、体験促進のための支援活動

⑨子どもの文化・芸術体験のための支援

活動

⑩音楽祭・映画祭・アートフェスなどの

開催のための支援活動

⑪美術館・博物館などにおける案内や作品

解説などの支援活動

⑫劇場・ホールなどにおける案内や制作

補助などの支援活動

⑬歴史的な建物や遺跡などを保存・活用

するための支援活動

①音楽、バレエ、ダンス、美術などの

習い事の受講②茶道、華道、書道などの習い事の受講

③地域の伝統的な芸能や祭りへの参加

⑭その他

⑮特にしていない

⑯わからない

⑰無回答
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＜調査結果＞ 

この 1年間に自分で文化・芸術活動を実践したり、ボランティアとして

活動を支援したりしたかを聞いたところ、「特にしていない」(66.8%)が 7

割近くで最も高い。活動の実践や活動を支援した中では、「音楽、バレエ、

ダンス、美術などの習い事の受講」(11.2%)が 1割を超え最も高く、次い

で、「地域の伝統的な芸能や祭りへの参加」(7.1%)、「子どもの文化・芸術

体験のための支援活動」(6.1%)なとど続く。 
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問 17  区内の文化環境のイメージで、あてはまるものを選んでください。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

区内の文化環境のイメージを聞いたところ、「ホール、美術館など文化・

芸術施設が充実している」(50.0%)が 5割と最も高く、次いで、「街並みや

賑わいのある商店街」(43.4%)、「地域のお祭りが盛んに行われている」

(31.1%)などと続く。 

  

 

50.0%

31.1%

43.4%

29.1%

19.9%

25.0%

12.8%

5.1%

13.3%

5.6%

8.7%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①ホール、美術館など文化

・芸術施設が充実している

②地域のお祭りが盛んに行われている

③街並みや賑わいのある商店街

④古い建物や歴史、文化財などが残っている

⑤文化イベントが盛んに行われている

⑥多くのアーティストや文化人が集まっている

⑦年齢、障害の有無、国籍等にかかわらず、人々が文化・芸術に親しみやすい

⑨区民団体による文化・

芸術活動が活発に行われている

⑪その他

⑫無回答

問17 n=196

①ホール、美術館など文化・芸術施設が

充実している

⑦年齢、障害の有無、国籍等にかかわらず、

人々が文化・芸術に親しみやすい

⑧文化財や伝統文化など伝統的な生活文化

と新しい生活文化が融合している

④古い建物や歴史、文化財などが残って

いる

⑥多くのアーティストや文化人が集まって

いる

⑨区民団体による文化・芸術活動が活発に

行われている

⑩一流の芸術家・文化人を招いた芸術性の

高い文化・芸術イベントが開催されている

②地域のお祭りが盛んに行われている

③街並みや賑わいのある商店街

⑤文化イベントが盛んに行われている

⑪その他

⑫無回答
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問 18 区内の文化環境に満足していますか。（○は 1つ）  

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果＞ 

区内の文化環境は、「満足している」(7.7%)と「どちらかといえば満足

している」(48.0%)の合計で 55.7%と 5割半ばとなっている。 

  

 

7.7%

48.0%

21.4%

7.7%

14.8%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①満足している

②どちらかといえば

満足している

③どちらかといえば

満足していない

④満足していない

⑤わからない

⑥無回答・回答数超過

問18 n=196

②どちらかといえば

満足している

③どちらかといえば

満足していない

①満足している

④満足していない

⑤わからない

⑥無回答
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問 19 文化・芸術に関する情報をどのような手段で手に入れていますか。 

（〇はいくつでも）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.6%

16.3%

12.8%

13.3%

5.6%

30.1%

4.6%

23.0%

23.5%

30.1%

21.4%

4.1%

11.7%

0.0%

0.0%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①区広報紙 区の

おしらせ「せたがや」

②せたがや文化財団・世田谷区

スポーツ振興財団広報紙「せたがや

文化・スポーツ情報ガイド」

③テレビ・ラジオ

④新聞・情報誌

⑤区のホームページ

⑥文化施設のホームページ

⑦民間のチケット販売サイト

⑧ＳＮＳ

（Facebook、Twitter、LINEなど）

⑨メールマガジン

⑩電車・バスなどの車内広告

⑪区掲示板・回覧板

⑫施設等のパンフレット、

チラシ、ポスター

⑬家族・友人・知人からの

口コミ、誘い

⑭その他

⑮特に情報は入手して

いない・わからない

⑯無回答

問19 n=196

①区広報紙区のおしらせ

「せたがや」

②せたがや文化財団・世田谷区

スポーツ振興財団広報紙「せたがや

文化・スポーツ情報ガイド」

③テレビ・ラジオ

④新聞・情報誌

⑤区のホームページ

⑥文化施設のホームページ

⑦民間のチケット販売サイト

⑧ＳＮＳ

（Facebook、Twitter、LINEなど）

⑨メールマガジン

⑩電車・バスなどの車内広告

⑪区掲示板・回覧板

⑫施設等のパンフレット、チラシ、

ポスター

⑬家族・友人・知人からの口コミ、

誘い

⑭その他

⑮特に情報は入手していない

・わからない

⑯無回答

「せたがや」 

①区広報紙 区のおしらせ 
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＜調査結果＞ 

文化・芸術に関する情報をどのような手段で手に入れているかを聞い

たところ、「区広報紙 区のおしらせ「せたがや」」(54.6%)が 5割半ばで

最も高く、次いで、「文化施設のホームページ」(30.1%)、「電車・バスな

どの車内広告」(30.1%)が 3割で同率と続く。 
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問 20  区の文化施策として、どのような内容を重視することが良いと 

思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.3%

23.5%

17.9%

46.9%

18.9%

27.0%

29.1%

13.8%

25.5%

8.2%

17.9%

24.5%

31.6%

21.9%

24.0%

14.8%

30.6%

2.6%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

①身近な所で気軽に文化・芸術に

触れられる機会を充実すること

②世界水準で一流の文化・芸術に

触れられる企画を開催すること

③先進的、先端的な新しい文化・

芸術に触れられる機会を充実すること

④子どもがもっと文化・芸術に

触れられる機会を充実すること

⑤郷土料理などの地域の食文化の継承

・保存、体験機会の充実を図ること

⑥年齢、障害の有無、国籍等にかかわらず誰もが

もっと文化・芸術に触れられる機会を充実すること

⑦世田谷の文化・芸術について、

SNS等を活用した情報発信を推進すること

⑧区民が発表したり、表現したり

できる機会を充実すること

⑨ホール、ギャラリー、練習の場

などの施設の充実を図ること

⑩区民文化団体の活動に

関する支援の充実を図ること

⑪障害の有無にかかわらず、文化・

芸術活動に関する支援を充実すること

⑫文化財や史跡、歴史的に継承されてきた

行事等の区の伝統文化を紹介、継承していくこと

⑬文化財や史跡などを保存・活用し、

区の魅力として広くアピールしていくこと

⑭文化・芸術と他分野（観光、福祉、産業、教育など）

と連携して多様な催しを企画開催すること

⑮文化・芸術イベントなどによって

地域コミュニティが活性化すること

⑯工芸、ファッション、メディアなど

文化・芸術に関連する産業の振興を図ること

⑰街角や史跡を活かした

街並みなどの景観を整備すること

⑱わからない

⑲無回答

問20 n=196

①身近な所で気軽に文化・芸術に触れられる機会を

充実すること

②世界水準で一流の文化・芸術に触れられる企画を

開催すること

③先進的、先端的な新しい文化・芸術に触れられる

機会を充実すること

④子どもがもっと文化・芸術に触れられる機会を充実

すること

⑤郷土料理などの地域の食文化の継承・保存、

体験機会の充実を図ること

⑥年齢、障害の有無、国籍等にかかわらず誰もが

もっと文化・芸術に触れられる機会を充実すること

⑦世田谷の文化・芸術について、SNS等を活用した

情報発信を推進すること

⑧区民が発表したり、表現したりできる機会を充実

すること

⑨ホール、ギャラリー、練習の場などの施設の充実を

図ること

⑩区民文化団体の活動に関する支援の充実を図ること

⑪障害の有無にかかわらず、文化・芸術活動に関する

支援を充実すること

⑫文化財や史跡、歴史的に継承されてきた行事等の

区の伝統文化を紹介、継承していくこと

⑬文化財や史跡などを保存・活用し、区の魅力として

広くアピールしていくこと

⑭文化・芸術と他分野（観光、福祉、産業、教育

など）と連携して多様な催しを企画開催すること

⑮文化・芸術イベントなどによって地域コミュニティ

が活性化すること

⑯工芸、ファッション、メディアなど文化・芸術に

関連する産業の振興を図ること

⑰街角や史跡を活かした街並みなどの景観を整備する

こと

⑱わからない

⑲無回答
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＜調査結果＞ 

区の文化施策として、どのような内容を重視することが良いと思うか

を聞いたところ、「身近な所で気軽に文化・芸術に触れられる機会を充実

すること」(66.3%)が 6割半ばで最も高く、次いで「子どもがもっと文化・

芸術に触れられる機会を充実すること」(46.9%)、「文化財や史跡などを保

存・活用し、区の魅力として広くアピールしていくこと」(31.6%)などと

続く。 
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問 21  世田谷区の文化・芸術に対する取り組みについて、ご意見・ご要望があ

りましたら、ご自由にお書きください。（記述回答） 

 

イベントの内容について（全 44件） 

 

（主な意見）  

○ 世田谷区は広い公園が複数ありますが、その公園を活かした文化・芸術イ

ベントがあっても良いと思います（公園での芸術鑑賞会や工作ワーク

ショップ等）。 

○ 区内の大学生など若い人たちにアイディアを出してもらい、若年層も楽

しめるようなイベントや活用方策を練り、実施してみたらよいのではと

思います。 

○ 夏祭りが大好きなので、お祭りやイベントをたくさん開催してほしい。夏

だけでなく、梅雨の時期や、祭りの季節でない時も、広場などで、お祭り

やイベントがあると嬉しい。露店が出るだけでも良いので、定期的に開催

してほしい。 

 

 

施設・場所について（全 26件） 

 

（主な意見）  

○ ふらっと立ち寄って文化芸術を鑑賞できる施設があると良い。 

○ 世田谷区内でも地域に差があると感じる。世田谷区は広いので、多くの場

所で提供してもらいたい 

○ 世田谷パブリックシアターをもっと活用すべき。 

 

 

広報について（全 23件） 

 

（主な意見）  

○ 芸術関係の展示の情報などは区広報板でしか情報を得られない。さまざ

まな SNSで発信してほしい。 

○ もう少しワンストップで情報が集中的に得られる場所、あるいはネット

のサイトが必要ではないでしょうか。何となくですが、豊かな情報がある

ものの、散在しているため、読み手（区民）からすると取捨選択、可否選

択がし辛いようにも思います。 
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子ども向けイベントの充実について（全 18件） 

 

（主な意見）  

○ 子どもたちには自然と触れ合えるイベント、公園探検や渓谷探検、キャン

プ体験などあれば参加したいと思っています。 

○ 未就学児から参加できる音楽・アートのワークショップなどが盛んに行

われると嬉しいです。 

○ 子どもが手軽に触れ合える機会があると嬉しいです。（高齢者だけでなく、

学生も巻き込んだ運営だと垣根がより低くなり、また双方にポジティブ

な影響があるかと思います） 

 

 

優遇・割引等について（全 14件） 

 

（主な意見）  

○ 区民割を設けてくれるとみんな行きやすくなると思う。文化・芸術に触れ

たくても、入場料でためらうことが多いので。 

○ 子どもがより気軽に芸術に触れる機会を増やしてほしい。子供向けのイ

ベントや子供を対象とした大幅な料金割引・親子セットの大幅な料金割

引。 

○ クラシックコンサートや、英会話教室等、世田谷区で開催して欲しい。そ

れか、民間開催のものを、安く利用出来るように、クーポンを出す等して、

芸術、文化に触れる機会を提供して欲しい。現状、スポーツ等の区主催の

教室も、平日昼間が多く、働いている人は恩恵を受けづらい。 

 

 

支援・助成について（全 8件） 

 

（主な意見）  

○ 世田谷区は、自分の芸能芸術を発表したい方が多いと思うので、区として

施設の充実、イベントの主催、また、補助金などで活動を支える事を続け

ていただきたい。 

○ 貴重な建物の保存に力を入れていることは素晴らしい。文化、芸術にきち

んと予算を充てることが、住み良い街を作る基礎になっていくと思う。 
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その他（全 16件） 

 

（主な意見） 

○ 十分取り組まれていると思います。 

○ 他区と隣接する地域の場合、世田谷区が隣接区と共同でイベント開催す

るなども良いのではないでしょうか。 

○ 下北沢に限らず、その土地らしさを感じられる文化を大切にしてほしい。 

○ 敷居が高いような気がする。 

○ イベント等で区内に居住の文化人や芸術家の活躍の場が増えるとよい。 

 

 

特になし（全 7件） 
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